
○
海
上
保
安
庁
告
示
第
九
十
三
号

港
則
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
二
年
国
土
交
通
省
令
第
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
港

則
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
運
輸
省
令
第
二
十
九
号
）
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
港
則
法
施
行
規
則

第
十
一
条
の
港
を
航
行
す
る
と
き
の
進
路
を
表
示
す
る
信
号
（
平
成
七
年
海
上
保
安
庁
告
示
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

海
上
保
安
庁
長
官

鈴
木

久
泰

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

港
則
法
施
行
規
則
第
十
一
条
第
二
項
の
港
を
航
行
す
る
と
き
の
進
路
を
表
示
す
る
信
号

別
表

那
覇
港
の
表
を
別
表

那
覇
港
の
表
と
し
、
別
表

長
崎
港
の
表
を
別
表

長
崎
港
の
表
と
し
、
別
表

博

15

16

14

15

13

多
港
の
表
を
別
表

博
多
港
の
表
と
す
る
。

14

「

１
代

Ｅ
東

口
に

向
か

て
航

行
し

関
門

港
響

新
港

区
新

門
司

区

・

っ

（

、
、

。
。

を
除

く
を

通
過

又
は

出
港

す
る

）

別
表

関
門
港
の
表
中

・

・

を

１
代

Ｗ
Ｕ

西
口

の
馬

島
西

方
に

向
か

っ
て

航
行

し
関

門
港

響
新

港
区

（

12

、

。
。

新
門

司
区

を
除

く
を

通
過

又
は

出
港

す
る

）

、

１
代

Ｗ
Ｍ

西
口

の
六

連
島

東
方

に
向

か
っ

て
航

行
し

関
門

港
響

新
港

・

・

（

、

。
。

区
新

門
司

区
を

除
く

を
通

過
又

は
出

港
す

る
）

、

」



、

、
「

１
代

Ｅ
東

口
に

向
か

っ
て

航
行

し
関

門
港

響
新

港
区

新
門

司
区

・

（

、
、

。
。

を
除

く
を

通
過

又
は

出
港

す
る

）

１
代

Ｗ
Ｍ

西
口

の
六

連
島

東
方

に
向

か
っ

て
航

行
し

関
門

港
響

新
港

・

・

（

、

。
。

区
新

門
司

区
を

除
く

を
通

過
又

は
出

港
す

る

）

、

・

・

・

に
改
め
、
同
表
を
別
表

関

１
代

Ｗ
Ｓ

西
口

の
馬

島
西

方
か

ら
白

州
白

島
南

方
に

向
か

っ
て

航
行

し

13

関
門

港
響

新
港

区
新

門
司

区
を

除
く

を
通

過
又

は

（

）

。

、
、

。

出
港

す
る

１
代

Ｗ
Ａ

西
口

の
馬

島
西

方
か

ら
藍

島
東

方
に

向
か

っ
て

航
行

し
関

門

・

・

、
港

響
新

港
区

新
門

司
区

を
除

く
を

通
過

又
は

出
港

す

（

）

。

、

。

る

」

門
港
の
表
と
し
、
別
表

水
島
港
の
表
と
し
て
次
の
一
表
を
加
え
る
。

12



水島港12

信 号 信 文

１代・Ｍ 上水島以東から出港する。

（港内航路を航行して出港し、これと接続する水島航路に入った時に海上交

通安全法第７条の規定により「１代・Ｐ」を表示しなければならない船舶に

あっては「１代・Ｍ」に代えて「１代・Ｐ」を表示することができる。）

１代・Ｔ 上水島以西から出港する。

２代・Ａ 西公共（－）２．６ｍ物揚場から新日本石油精製岸壁に至る間の係留施設に

向かって航行する。

２代・Ｂ 東公共物揚場からジャパンエナジー桟橋に至る間又は呼松水路の係留施設に

向かって航行する。

２代・Ｃ 旭化成Ｃ７桟橋から太平洋セメント桟橋に至る間の係留施設に向かって航行

する。

２代・Ｄ ＪＦＥ倉敷Ａ岸壁からＪＦＥ倉敷コークス積出桟橋に至る間の係留施設に向

かって航行する。

２代・Ｔ・Ｈ 高梁川水路又は乙島の係留施設に向かって航行する。

２代・Ｔ・Ｓ 玉島地区（乙島を除く。）の係留施設に向かって航行する。

２代・Ｆ・Ｍ ＪＦＥ南側海域（ＡからＥ錨地）に向かって航行する。

２代・Ｆ・Ｔ 玉島人工島南側海域（ＦからＰ錨地）に向かって航行する。



附

則

こ
の
告
示
は
、
港
則
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
二
年
国
土
交
通
省
令
第
十
四
号
）
の
施

行
の
日
（
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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